
 

隣接都市との｢境界点探査｣第2回   2019.10 .23 
 

 

1日遅れの天皇晴れ｡天も寿ぐ上

天気｡第1回に引き続き参加の篭嶋､

池田､權頭の他､今回から参加の山

崎さんを加えた少

数精鋭の4名｡  

 

午前10時51分藤沢

発の小田急線で本日の探査がスタート｡目指すは境界点3,4,6｡  

長後駅からは海老名行の神

奈中バス｡用田橋で下車｡  

 

第4境界点はすぐ近くの目久

尻川の水中と思

われるので､橋の

標識をもって目

標地点とした｡出

だし快調である｡  

 

第 3地点に向か

って旧家らしい立

派な家並みを横目に正面に大

山を望みながら進むと右手の丘の上に由緒ありげ

なお寺が｡立寄ってみると境内の植木の剪定中であ

った｡｢壽閑寺｣とある｡  
 

10分ほどで｢下谷津交差点｣｡昼食はこの近くの食堂｢ふるさと｣｡  

ボリューム満点のランチでエネルギーを補充し､第3地点を目指

す｡すぐに富士ゼロックスの巨大なビル群｡

いくつもの門の前を通り過ぎ､ドングリが

敷き詰められた歩道を左に曲

がると新幹線が見え､その脇の平塚段ボール前の

道路上が目的地｡  

境界を示す杭や鋲､標識すらない｡  

やむなく下水のグレーチングを境界点と推定した｡  

 

ここから､最初のバス停用田橋までひたすら歩く｡

30分間隔のバスに運良く間に合い､長後駅に戻った

のが午後2時25分｡休む間もなく第6地点に向かう｡  

第 3 地点→ 

↑第 4 地点 

寒川町 

藤沢市 

境界点
(線) 境界都市 場所の説明

1 茅ヶ崎 汐見台小近くの海中から境界線が立ち上げる｡

2 茅ヶ崎､寒川 小出川沿いの湘風園付近

3 寒川､海老名 新幹線際､富士ｾﾞﾛｯｸｽと平塚ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ脇の路上

4 海老名､綾瀬 目久尻川に架かる用田橋下

5 綾瀬､大和 小田急藤沢ｺﾞﾙﾌ場内

6 大和､横浜 境川水中

7 横浜､鎌倉 大鋸1190-3付近､境界杭有り

8 ほてる汐彩付近を境界線が通り海中に没す



 

長後駅前のレトロな商店街を過ぎ､藤沢街道を北へ｡袋小路の多い住宅地の中を通

って､稲刈り跡にアオサギが遊ぶ畑を抜けると境川

自転車専用道路に｡下水ポンプ場近くの水中が目的

地｡枯れ草が絡まるフェンスに

大和市の文字｡この延長線の水

中にある堰が境界点｡  

 

本日の目的を何

とか達成し､空き地で休む猫の親子に

挨拶をしてまた､長後

駅へ引き返した｡  

藤沢街道にはバス停がないので､重

い足どりで午後4時50分長後駅に到

着｡藤沢駅に戻ったのは午後5時20分｡  

 

駅近くの店で喉を潤いしつつ､

次回の打ち合わせ｡なかなかま

とまらないので場所を変えて次

の店へ｡  

最終回となる第3回目は､11月21日 (木 )とし､第5,7,8の3地点｡

第5地点はゴルフ場内であるが､その近くまで行くことで再度案

を検討することとした｡  

 

帰宅して､歩数計を見ると17,000歩｡青空の下､爽やかなエクササイズであった｡  

 

(取材 :ゆめクラブ藤沢東部地区･情報通信部会 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

↑第 6 地点 


